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【取組の対象組織・活動の明確化】

□取組の対象組織・活動

○組織の概要

（１）名称及び代表者

・株式会社 藤川設備

・代表取締役　藤川　浩二

（２）所在地

・本社・資材置場1 高松市香川町安原下第3号315番地

・資材置場2 高松市三谷町2493番地1

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

・環境管理責任者 藤川　佳代

・連絡担当者 藤川　佳代

・TEL 087-879-7133

（４）事業内容

・水道施設工事業

（５）事業の規模

・売上高(出来高) 77百万円／令和4年度

・従業員 5人

（６）事業年度
・10月～9月

○認証・登録の対象範囲

登録事業所

株式会社　藤川設備　　 本社・資材置場1

事業内容
・水道施設工事業

関連事業所

なし

1

・延べ面積 事務所　81.675㎡

倉庫　326.45㎡



基本理念

行動指針
１．具体的に次の項目に取り組みます。

5.環境関連法規等を守ります。

環境経営方針は、全ての従業員及び下請の協力会社様に周知し、継続的

改善活動に取り組みます。

制定日：2022年　8月　1日

代表取締役   藤川　浩二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

環 境　経　営 方 針

株式会社　藤川設備

2.廃棄物の削減並びにリサイクル化に取り組みます。

3.水の節水に努める。

4.環境に配慮した施工に取り組みます。

6.地元の山里の竹の伐採、山桜の苗木の植林を行い地域の環境に貢献します。

1、省エネ活動を推進し、二酸化炭素排出量削減に取り組みます。

当社がある山間部では、物理的に水道の届かない未給水地区という場所がまだまだたくさんあり
ます。その地域の御世帯は家より上流で地下水を溜めて日々の生活を送っています。しかし、近
年では里山の整備もされなく、山は荒れ、大雨が降ると落ち葉やごみで貯水池は詰まり地下水の
供給が止まってしまいます。環境を整えることが、生活に関わる常用な課題です。「1年365日、暮
らしのそばにはいつも水がある」私どもの一番大事にしている仕事への思いです。本業である生
活に欠かせない水を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的
に取り組みます。



4.株式会社 藤川設備　実施体制図

*事務所

*建設現場

・特定された緊急事態への対応マニュアル作成
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全従業員
・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動へ参加

・部門の特定された緊急事態への対応マニュアルの承認

・環境経営レポートを確認し、承認

・環境関連法規等取りまとめ表の承認

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境経営目標、環境経営計画書を作成

・環境活動の取り組み結果を代表者に報告

・環境経営レポートの作成

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

役割・責任・権限

代表取締役

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な、人、設備、費用、時間を準備

・環境管理責任者を任命

・環境経営目標、環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

下請等の協力会社 従業員

事務所担当 現場担当

現場責任者

・環境経営方針の策定、見直し及び全従業員への周知

・全従業員に対する教育・訓練の実施

代表取締役

藤川　浩二

環境管理責任者

藤川　佳代



【5.環境経営目標】

○中・長期目的・目標
目　　　標

単位
基準年

（２０２１年）
２０２２年 ２０２３年 ２０２４年

二酸化炭素排出量削減　＊1 kg-CO2 22,395 22,171 21,947 21,723

・電気使用量削減 kWh 4,094 4,053 4,012 3,971

・事務所ガソリン L 2,253 2,230 2,208 2,185

・現場ガソリン L 1,962 1,942 1,922 1,903

・軽油使用量削減 L 3,784 3,746 3,708 3,676

一般廃棄物排出量削減 kg 13.2 13.1 13.0 12.8

産業廃棄物リサイクル率向上 % 100% 100% 100% 100%

水使用量削減 m3 117 116 115 113

組織本来の取組　　＊2 実施率 - 100% 100% 100%

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、

　　　　　四国電力2022年１月13日公表調整後排出係数0.574（kg－CO2／kWh）を使用した。

＊2．組織本来の取組として環境に配慮した取り組みとして次の①②に取り組む。

　　　　　①排ガス規制型建設機械の使用

　　　　　②各工事各工種着手前の作業手順の周知

※化学物質使用はありません。

○短期目的・目標 

・取組期間　2022年　8月　～　2022年１0月

目的 単位 基準年（2021年） 目標

二酸化炭素排出量削減　＊1 kg-CO2 6,628 6,562

・電気使用量削減 kWh 1,047 1,037

・事務所ガソリン L 600 594

・現場ガソリン L 661 654

・軽油使用量削減 L 1,202 1,190

一般廃棄物排出量削減 kg 3.3 3.3

産業廃棄物リサイクル率向上 % 100% 100%

水使用量削減 m3 31 30

組織本来の取組　　＊2 実施率 - 100%
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目的



【6.環境経営計画】

・取組期間　２０２２年　8月　～　２０２２年１0月

具体的実施項目

①不要な照明を消す

②適正温度の維持

③休憩時、不在時の消灯

①エコドライブの励行

②空気圧の点検

①アイドリングストップの徹底

②エコドライブの励行

③定期的な保守点検の実施

①コピー時には事前確認する

②裏紙の利用

①分別の徹底

②混合廃棄物を出さない

①ストップノズルの取付

②節水意識の働きかけを実施

①排ガス規制型建設機械の使用

②各工事各工種着手前の作業手順の周知

①地元の山里の竹の伐採

②山桜の苗木の植林
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節水

ガソリン使用量削減二酸化炭素排出量削減

一般廃棄物削減

産業廃棄物のリサイクル化

廃棄物排出量削減

地域の環境への取り組み地域の環境への貢献

電気使用量削減

軽油使用量削減

組織本来の取組 環境配慮した施工

水使用量削減



【7.環境経営目標実績結果と評価】

・取組期間　２０２２年　8月　～　２０２２年１0月

目的 単位 基準年（2021年） 目標 実績 削減率 評価

二酸化炭素排出量削減　＊1 kg-CO2 6,628 6,562 4,874 26％減 〇

・電気使用量削減 kWh 1,047 1,037 803 23％減 〇

・事務所ガソリン L 600 594 489 18％減 〇

・現場ガソリン L 661 654 481 26％減 〇

・軽油使用量削減 L 1,202 1,190 838 30％減 〇

一般廃棄物排出量削減 kg 3.3 3.3 3.3 維持 〇

産業廃棄物リサイクル率向上 % 100% 100% 100% 維持 〇

水使用量削減 m3 31 30 29 3%減 〇

組織本来の取組　　＊2 実施率 - 100% 100% 維持 〇

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、

　　　　　四国電力2022年１月13日公表調整後排出係数0.574（kg－CO2／kWh）を使用した。

＊2．組織本来の取組として環境に配慮した取り組みとして次の①②に取り組む。

　　　　　①排ガス規制型建設機械の使用

　　　　　②各工事各工種着手前の作業手順の周知

※化学物質使用はありません。

○コメント

不要な照明を付けない事を徹底した。人感センサ－付照明に変えた。

車載の道具、荷物などを整理して、不要なものを荷降ろしてエコドライブの励行に

努めた。

廃棄物排出量削減 産業廃棄物リサイクル率を常に意識して、分別を徹底した。

水使用量削減

組織本来の取組 各工事着工前の施工計画を、全員で確認して環境に配慮した施工を実施した。

6

二酸化炭素排出量削減

今年の夏は、当初から水不足が深刻化しており、節水の意識がより一層高まっ
た。



【8.環境経営計画の取組結果とその評価】
(具体的取組内容と月次実施報告)

・取組期間　２０２２年 8月　～　２０２２年１０月

具体的実施項目 8月 9月 10月 評価

①不要な照明を消す 〇 〇 〇

②適正温度の維持 〇 〇 〇

③休憩時、不在時の消灯 〇 〇 〇

①エコドライブの励行 △ 〇 〇

②空気圧の点検 △ 〇 〇

①アイドリングストップの徹底 〇 ○ ○

②エコドライブの励行 ○ ○ ○

③定期的な保守点検の実施 ○ ○ ○

①コピー時には事前確認する ○ ○ ○

②裏紙の利用 ○ ○ ○

①分別の徹底 ○ ○ ○

②混合廃棄物を出さない ○ ○ 〇

①ストップノズルの取付 △ △ △

②節水意識の働きかけを実施 〇 ○ 〇

①排ガス規制型建設機械の使用 〇 〇 ○

②各工事各工種着手前の作業手
順の周知

〇 ○ ○

①地元の山里の竹の伐採

②山桜の苗木の植林

○：計画通り実施　　△：一部出来なかった　　×：出来ていない

○評価に対するコメントと次年度の取組内容

目的

電気使用量削減と軽油使用量削減への取組みは意識することで出来た。

ガソリン使用量削減への取組当初は一部出来ない時もあったが、次の月からは意識する事で出来た。

事務所での取組みで、コピ―用紙の裏紙利用を徹底した。

産業廃棄物への取組は出来ている。

ウエスなどを洗う洗濯機の１台を使用中止とし、節水に努めた。

ストップノズルの取付が一部出来なかった。

２項目とも出来ている。

特に②は重点化し実施している。

何事も意識することが大切だと気付き、初心を忘れない様に、環境に配慮し続ける社風でありたい。
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毎年、春と秋に山里の竹を伐採して、山桜の苗木を植樹する計画としている。長期にわたり活動したい。

組織本来の取
組

環境配慮した施工

地域の環境へ
の貢献

地域の環境への取り組み

地域の環境へ
の貢献

春と秋に実施

春に実施

水使用量削減 節水

二酸化炭素

廃棄物

水使用量

組織本来の取
組

〇軽油使用量削減

廃棄物排出量削減

一般廃棄物削減

産業廃棄物のリサイクル化

〇

〇

△

評価に対するコメント

二酸化炭素排出量削減

電気使用量削減

ガソリン使用量削減

〇

-

〇

△



〇取組期間　2022年　11月　～　2023年9月

目的 単位 基準年（2021年） 目標

二酸化炭素排出量削減　＊1 kg-CO2 19,967 19,767

・電気使用量削減 kWh 3,755 3,717

・事務所ガソリン L 2,018 1,998

・現場ガソリン L 1,808 1,789

・軽油使用量削減 L 3,268 3,235

一般廃棄物排出量削減 kg 12.1 12.0

産業廃棄物リサイクル率向上 % 100.0% 100%

水使用量削減 m3 106 105

組織本来の取組　　＊2 実施率 - 100%

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、

　　　　　四国電力2022年１月13日公表調整後排出係数0.574（kg－CO2／kWh）を使用した。

＊2．組織本来の取組として環境に配慮した取り組みとして次の①②に取り組む。

　　　　　①排ガス規制型建設機械の使用

　　　　　②各工事各工種着手前の作業手順の周知

※化学物質使用はありません。
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【9.次年度の環境経営目標】



【9.次年度の環境経営計画】

〇取組期間　2022年　11月　～　2023年9月

具体的実施項目

①不要な照明を消す

②適正温度の維持

③休憩時、不在時の消灯

①エコドライブの励行

②空気圧の点検

①アイドリングストップの徹底

②エコドライブの励行

③定期的な保守点検の実施

①コピー時には事前確認する

②裏紙の利用

①分別の徹底

②混合廃棄物を出さない

①ストップノズルの取付

②節水意識の働きかけを実施

①排ガス規制型建設機械の使用

②各工事各工種着手前の作業手順の周知

①地元の山里の竹の伐採

②山桜の苗木の植林
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二酸化炭素排出量削減

電気使用量削減

ガソリン使用量削減

軽油使用量削減

廃棄物排出量削減

一般廃棄物削減

産業廃棄物のリサイクル化

水使用量削減 節水

組織本来の取組 環境配慮した施工

地域の環境への貢献 地域の環境への取り組み



建設リサイクル法

自動車リサイクル法

事業者の責務(第5条)

事業者の責務(第90条、92条、93条、96条、99条)

事業者の責務(第5条)
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【10.環境関連法規等の順守状況の確認、及び、評価の結果、並びに
違反、訴訴等の有無】

適用法令等 適用内容 遵守事項

廃棄物処理法

産業廃棄物の委託処理 委託先の許可確認

運搬・処分業者との委託契約 委託契約の締結・5年間保存

マニフェストの交付と期間内処理の確認 マニフェスト管理・5年間保存

県知事への年度報告 管理票交付等状況報告書提出

一定規模の解体・建築・土木工事において、分別解
体・再資源化・再生資源の使用の計画を行う(工事着
手7日前まで届出)

届出書の提出、規制基準の遵守

建築基準法
石綿・クロルピリホス含有建材使用禁止 基準法28条の2記載のシックハウ

ス対策の記述、基準の遵守ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞに関する規制

騒音規制法
知事（市町村長）へ7日前までに届け出

届出書の提出、規制基準の遵守
作業敷地境界にて85デシベル以下

振動規制法
知事（市町村長）へ7日前までに届け出

届出書の提出、規制基準の遵守
作業敷地境界にて75デシベル以下

家電リサイクル法 指定家電の適正な処理 適正処分・領収証

浄化槽法
浄化槽(合併処理浄化槽）設置届出 届出書の提出

浄化槽の維持管理(法定検査・保守点検・清掃) 検査報告書の保管

フロン排出抑制法

特定製品の修理・廃棄時の、適正回収・破壊措置義
務

フロン回収登録業者への委託発注
者に書面説明

業務用エアコン・重機の簡易点検(3か月に1回以上) 簡易点検記録作成

使用済み自動車の再資源化 再資源化等預託金の支払い

グリーン購入法 環境にやさしい事務用品等の購入 対象製品の購入

作業所で同意する　　そ
の他の要求事項

時間外の作業における近隣協定、資材等の搬出入
時に近隣からの要望、発注者からの要望で同意する
もの

時間外での作業は事前に連絡、粉
塵の発生防止、アイドリングストッ
プ

高松市環境基本条例 第5条の適切な実施事業活動によって発生する廃棄物を適正に処理す
る。

環境関連法規は遵守しています。利害関係者からの訴訟及び関係行政機関からの指摘も過去3年間ありません。

香川県環境基本条例 第5条の適切な実施事業活動を行うに当たっては、公害の防止その他の
環境への負荷の低減又は自然環境の適正な保全の
為に必要な措置を講じなければならない。

香川県生活環境の保全
に関する条例

第90条、92条、93条、96条、99条
の適切な実施

エコ運転の励行。廃棄物の減少に努め資源の有効
活用。電気の使用量削減。消費量が少ない電気機
器等の使用及び効率的な使用。環境マネジメントプ
ログラム展開体制の組織の設置。アイドリングストッ
プ。



【11.代表者による全体評価と見直し・指示】

　2022年8月の開始から３カ月間の期間で二酸化炭素削減にむけた取組みを中心に

実施した。

結果として、環境経営目標は全て達成することが出来た。特に、二酸化炭素排出量

削減は大幅に削減する事につながった。又、産業廃棄物のリサイクル率100％も達成

することが出来た。

　具体的数字で見えるようになり、初めての取組みとしては、環境に対して、意識を持

つようになったのはとても良いことだ。

　この取組みは社会的責任を持ち、健全な経営において有効な方法であった。

　次回の目標は、前年の実績に対して1％削減に設定して、実現できるように全社員で

取り組んでいくとともに、環境経営計画への取組みが定着するように継続し努力する。

環境経営方針、実施体制については、始めたばかりなので継続する。

株式会社　藤川設備

代表取締役　藤川　浩二
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